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論  文  内  容  の  要  旨 
 













を高め殺細胞活性を高めた新規のプロテアソーム阻害薬である (Angewandte Chemie 
2014;53(19):4836-4839)。 
[方法と結果]多発性骨髄腫細胞株において、syringolog-1 の殺細胞活性を検討したところ、BTZ
と同等の濃度で十分な活性を認めた（MTS アッセイ）。また BTZ 耐性骨髄腫細胞株に対しては、










siRNA を多発性骨髄腫細胞株に導入し、ノックダウンを行ったところ、コントロール siRNA の
導入に比べ有意なアポトーシスの増加を認め、さらにβ5 サブユニット(PSMB5)およびβ２サブ
ユニット(PSMB7)を同時に抑制したところ、コントロール及びそれぞれの単独抑制と比べ、有意









     









濃度で十分な活性を認めた（MTS アッセイ）。また BTZ耐性株では、BTZに比べ syringolog-1の方が
強い殺細胞活性を示した。プロテアソームアッセイにて、syringolog-1は濃度依存的にβ5サブユニ
ットに加えてβ2サブユニット活性（トリプシン様活性）の抑制も認め、BTZ耐性株においても同様
であった。syringolog-1は 10 nM の濃度で十分なアポトーシスを誘導し、ウェスタンブロット法に
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